
ユーザー目線で、従来のキャンピングカーの概念を覆す

お客様の夢に応えたい

近年の「安・近・短」のトレンドもあり、キャンピングカーの購入希望層は国内でも着実に
広がりをみせているが、実際の登録台数は全国でも５万台にとどまる。
その背景としては、キャンピングカーが『２台目』での購入となる点が大きい。実際、通勤

やスーパーでの買い物に大型のキャンピングカーを利用することは、我が国では非現実的だ。
諸税の負担や燃料費などの維持費に加え、都市部では駐車場の確保も容易ではない。
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諸税の負担や燃料費などの維持費に加え、都市部では駐車場の確保も容易ではない。
「キャンピングカーが欲しいけど…」というお客様の声をニーズと捉えた見上社長は、軽自

動車をベースに開発をスタート。斬新なコンセプトと、実用性・経済性・デザイン性を軽自動
車の規格内で融合させた点が評価され、2005年の発売当初から人気が沸騰。同業者の参入も
相次いでおり「軽キャンピングカー」という新市場の創出者として確固たる地位を築いている。

徹底的なユーザー目線で「日常」と「週末」を両立

開発コンセプトは、徹底したユーザー目線だ。

試行錯誤を重ねて車高を２ｍ以下に抑え、燃費向上のためにアルミ材を使い、内装は近隣の
木材加工業者に外注して質感を高めるなどの工夫を重ねた。さらに、一台目としての購入層を
意識して、デザインにもこだわり、豊富なカラーバリエーションを準備した。

その結果、燃費や諸経費、駐車場、とりまわしの良さなど軽自動車としてのメリットを充分
に維持しつつ、家族でのキャンプ利用に必要充分な居住環境を実現。その上で、車両価格が
250万円～という低価格を実現（注：一般的な国産キャンピングカーは380～600万円程度）。
ユーザーから高い支持を得ている。

サイドオーニング装着車

ミニカーでも発売されている


